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食 中 毒予防の３原則を守って、食 中 毒を予防しましょう！
しょくちゅうどくよ ぼ う げんそく まも しょくちゅうどく よ ぼ う

～食 中 毒予防の３原則～
しょくちゅうどくよ ぼ う げんそく

①付けない
つ

②増やさない
ふ

③やっつける

気温と湿度が高くなる夏は、食 中 毒に注意が必要です。いろいろなところに原因が潜んでい
き お ん し つ ど たか なつ しょくちゅうどく ちゅうい ひつよう げんいん ひそ

ますが、皆さんの行動次第で感染リスクを下げることができます。
みな こうどうし だ い かんせん さ

①（細菌やウイルスを）付けない
さいきん つ

身のまわり、特に手には食 中 毒の原因となる細菌やウイルスがいます。ごはんを作ったり食
み とく て しょくちゅうどく げんいん さいきん つく た

べたりする前には、必ず手洗いをしましょう。
まえ かなら て あ ら

②（細菌やウイルスを）増やさない
さいきん ふ

食品にもともと付いている細菌やウイルスもいます。一度にたくさんの細菌やウイルスが体
しょくひん つ さいきん い ち ど さいきん からだ

の中に入ると、食 中 毒の症 状が表れてしまいます。そのため、冷蔵品はすぐに冷蔵庫に入れ
なか はい しょくちゅうどく しょうじょう あらわ れいぞうひん れいぞうこ い

常温で放置しないことが大切です。
じょうおん ほ う ち たいせつ

③（細菌やウイルスを）やっつける
さいきん

食品に付いてしまった細菌やウイルスは、熱に弱いものが多いです。特に原因となりやすい肉
しょくひん つ さいきん ねつ よわ おお とく げんいん にく

や魚・卵などは中までしっかり火を通し、確認してから食べるようにしましょう。
さかな たまご なか ひ とお かくにん た

食 中 毒は、皆さんが思っているよりも身近なものです。手洗いなどを徹底し、自分の体を守
しょくちゅうどく みな おも み ぢ か て あ ら てってい じ ぶ ん からだ まも

りましょう。

せっけんをよく

あわだてて、ての

ひらをこすりあら

いします。

てのこうをこすり

あらいします。

ゆびのあいだは、

てをくむように

してあらいます。

おやゆびは、

ねじるようにして

あらいます。

つめのあいだや

ゆびさきは、ての

ひらでねんいりに

こすります。

しあげにてくびを

あらいましょう。

正しい手の洗い方
て あら かたただ


